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新型コロナウイルス感染症対策に係るマスク着用の考え方の見直し

及び業種別ガイドラインの取扱いについて

殿

標記に関しまして、政府の新型コロナウイルス感染症対策本部は、別添のとお

り「マスク着用の考え方の見直し等」(抜粋)を決定し、 3月13日から適用さ

れることから、内閣官房コロナ対策室より国土交通省を通じ、 1マスクの取扱い

に係る見直し」の依頼がありました。

政府は、「屋内では基本的にマスクの着用を推奨するとしている現在の取扱い

を改め、行政が一律にルールとして求めるのではなく、個人の主体的な選択を尊

重し、着用は個人の判断に委ねることを基本としております。一方、事業者にお

ける対応では、マスクの着用は個人の判断に委ねられるものであるが、事業者が

感染対策上又は事業上の理由等により、利用者又は従業員にマスクの着用を求め

ることは許容される。」としております。

そこで、 3月8日の理事会において、日本港運協会として政府方針を踏まえ、

下記のとおり「マスク着用の対処方針」を提示するとともに、「業種別ガイドラ

インの取扱い」も連絡致しました。

つきましては、お手数をおかけ致しますが、この旨、貴会会員事業者にご周知

下さるようよろしくお願い申し上げます。
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 ２月１０日に開催された政府の「新型コロナウイルス感染症対策本部」において、

新型コロナウイルス感染症対策に関し、「マスク着用の考え方の見直し等について」

が決定され、３月１３日から適用されます。関係する内容は以下の通りです。 

 

 

１．マスク着用の考え方の見直しについて 

 

（１）見直しの概要 

   新型コロナウイルス感染症対策におけるマスクについては、屋内では基本的

にマスクの着用を推奨するとしている現在の取扱いを改め、行政が一律にルー

ルとして求めるのではなく、個人の主体的な選択を尊重し、着用は個人の判断

に委ねることを基本とし、政府は各個人のマスクの着用の判断に資するよう、

感染防止対策としてマスクの着用が効果的である場面などを示し、一定の場合

にはマスクの着用を推奨する。 

 

（２）事業者における対応 

   マスクの着用は個人の判断に委ねられるものであるが、事業者が感染対策上

又は事業上の理由等により、利用者又は従業員にマスクの着用を求めることは

許容される。 

 

 

２.「業種別ガイドライン」の取扱いについて 

 

   感染症法上の位置付けが変更された以降は、基本的対処方針及び「業種別ガ

イドライン」は廃止となり、個人及び事業者は自主的な感染対策に取り組むこ

ととなる。 

 

 

（別添） 


